
見つけた人　松崎稔さん
現在の里山交流館の地で旅籠「角屋」を営んでいた
小野路村の名主 細野家は、大正から昭和期には製糸業を経営し
地域経済に大きな影響を与えていた

百
年
の
時
を
超
え
て
甦
っ
た

ガ
ラ
ス
乾
板
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ

細野利平家（町田市立自由民権資料館保管）

細
野
家
の
土
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
、
今
年
1
月
、
市

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
乾
板
。
フ
ィ
ル
ム
が

な
か
っ
た
幕
末
か
ら
昭
和
初
期
に
使
わ
れ
て
い
た
ガ
ラ

ス
乾
板（
薄
い
板
ガ
ラ
ス
）は
、一
般
人
に
は
手
の
届
か

な
い
も
の
だ
っ
た
。
小
野
路
の
風
景
や
人
々
の
様
子
と

一
緒
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
「
小
野
路
宿
通
り
」
は
、

今
日
も
土
塀
と
堀
割
が
昔
の
面
影
を
偲
ば
せ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
と
武
蔵
国
府
で
あ
る
府
中
を

結
ぶ
要
衝
地
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道
か
ら
甲

州
街
道
へ
の
脇
住
環
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
1
6
1
7

年
、
徳
川
家
康
の
遺
櫃
を
静
岡
の
久
能
山
か
ら
日
光

に
移
す
千
人
行
列
の
際
、
輿
の
車
軸
が
壊
れ
た
が
、

村
民
た
ち
が
乞
田
村
の
鍛
冶
屋
を
呼
び
、
事
な
き
を

得
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
助
郷
が
永
久
に
免
除
さ
れ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

江
戸
中
期
以
降
は
大
山
詣
で
で
賑
わ
い
を
見
せ
、

六
軒
の
旅
籠
も
あ
っ
た
。
新
選
組
の
近
藤
勇
や
土
方

歳
三
ら
が
小
島
家
や
橋
本
家
へ
出
稽
古
に
通
っ
た
こ

と
で
も
有
名
だ
。
江
戸
後
期
に
な
る
と
近
隣
35
か
村

を
ま
と
め
る
組
合
村
の
寄
場
と
し
て
見
張
番
屋
が
置

か
れ
、
明
治
時
代
に
は
登
記
所
や
郵
便
局
も
出
来
、

小
野
路
は
地
域
行
政
の
中
心
的
な
役
割
も
果
た
し
て

き
た
。

こ
し

こ
つ  

た  

む
ら い  

ひ
つ

は
た
ご

まちびと写真館 其
の
弐小野路宿通り 1910年頃
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うかが

まゆ

お  たり
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